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パ
リ
五
輪
で
さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
る

阿
部
詩
選
手
、
藤
波
朱
理
選
手
。

私
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
け
て

力
強
く
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
。

次
な
る
高
み
へ



学長メッセージ

P r i d e  o f N I T TA I DA I

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
晴
れ
て
本
日
よ
り
日
体
大
の一

員
と
な
り
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
４
年
間
、
と
て
も
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
日
々
が

待
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。

在
校
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
感
染
症
対
策
の
た
め
と
は

い
え
、
こ
れ
ま
で
実
に
様
々
な
協
力
を
い
た
だ
い
て
き

ま
し
た
。
こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
い
よ
い
よ
本
年
度
よ
り
大
学
は
コ
ロ
ナ
前
の

よ
う
に
授
業
、
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
を
通
常
通
り
行
っ
て

い
き
ま
す
。
日
体
大
は
「
身
体
に
ま
つ
わ
る
文
化
と

科
学
の
総
合
大
学
」
で
あ
り
、「
身
体
を
通
し
て
、感
じ
、

学
び
、
考
え
、
伝
え
る
」
と
い
っ
た
学
問
ス
タ
イ
ル
を

歴
史
的
に
志
向
し
て
き
た
大
学
で
す
。
身
体
で
知
る
こ

と
、
つ
ま
り
、「
で
き
る
」
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、
頭

で
わ
か
る
こ
と
と
は
別
次
元
で
の
理
解
の
様
態
と
な
る

わ
け
で
す
か
ら
、
実
技
、
実
習
と
い
っ
た
科
目
が
本
学

の
授
業
実
践
の
中
心
に
位
置
づ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
だ
と
単
な
る
経
験
主
義
で
終
わ
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
う
し
た
経
験
を
論
理
的
に
支
え
る

の
が
講
義
科
目
で
す
。
私
た
ち
が
行
う
身
体
活
動
を

理
論
的
に
説
明
し
た
り
、
身
体
内
部
で
起
こ
っ
て
い
る

変
化
を
可
視
化
し
た
り
、
あ
る
い
は
私
た
ち
の
活
動
そ

の
も
の
が
社
会
や
人
間
に
も
た
ら
す
意
味
な
ど
を
知

識
と
し
て
知
り
、
そ
れ
を
身
体
を
通
し
て
理
解
し
た
こ

と
と
連
動
さ
せ
る
こ
と
で
、経
験
が
科
学
的
知
見
に
よ
っ

て
説
明
で
き
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
実
技

科
目
、
実
習
科
目
と
講
義
科
目
と
の
関
係
は
、
大
福

の
よ
う
な
も
の
で
、
餡
子
と
餅
の
関
係
に
あ
る
と
言
え

ま
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
、
大

学
で
の
授
業
に
臨
ん
で
も
ら
え
る
と
、
次
々
に
新
し
い

発
見
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

大
学
生
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
で
き
る
こ
と
、
や
っ

て
も
ら
い
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一つ
目
は
、
積
極
的

に
人
と
か
か
わ
り
を
持
っ
て
、
友
人
を
作
り
、
交
流
を

広
げ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
き
る
こ
と
な
ら
日
本
以

外
の
異
文
化
交
流
を
経
験
す
る
と
、
モ
ノ
の
見
方
や
考

え
方
は
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
二
つ
目
は
、
や
は
り

日
体
大
に
籍
が
あ
る
か
ら
に
は
、
何
ら
か
の
形
で
ス
ポ
ー

ツ
と
触
れ
合
い
、
で
き
る
こ
と
な
ら
学
友
会
の
ク
ラ
ブ

で
、
と
こ
と
ん
ス
ポ
ー
ツ
に
打
ち
込
ん
だ
り
、
さ
す
が

に
そ
こ
ま
で
は
で
き
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
で
き

る
範
囲
で
ス
ポ
ー
ツ
と
関
わ
り
合
い
を
持
つ
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。
身
体
を
通
し
て
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、

身
体
が
モ
ノ
を
理
解
す
る
た
め
の
感
覚
器
官
に
な
る
と

い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
こ
の
感
覚
機
能
を
高
め
る
こ
と

で
、多
く
の
こ
と
が
吸
収
で
き
る
か
ら
で
す
。
三
つ
目
に
、

授
業
に
は
積
極
的
に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。
授
業
料
を

履
修
科
目
数
で
割
り
、
そ
れ
を
さ
ら
に
15
回
の
授
業

回
数
で
割
る
と
、
お
そ
ら
く
、
皆
さ
ん
が
同
じ
時
間
ア

ル
バ
イ
ト
を
し
て
も
ペ
イ
し
な
い
金
額
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
し
っ
か
り
と
授
業
料
に

見
合
っ
た
知
識
や
技
術
を
身
に
着
け
る
方
が
得
策
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
よ
り
も
、
も
し

か
す
る
と
大
学
時
代
が
人
生
で
最
後
の
授
業
を
受
け

る
機
会
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
授
業
を
十
分
に

味
わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
大
人
の
経
験
で
は
、
学
生
時
代
は
長
い
よ
う

で
、気
が
付
け
ば
終
わ
り
を
む
か
え
ま
す
。
日
体
大
は
、

皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る

大
学
で
す
。
皆
さ
ん
に
は
、
計
画
性
を
持
っ
て
充
実
し

た
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

友
人
、社
会
、
異
文
化
、

そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
と
の
関
わ
り
を
日
体
大
で
広
げ
て
ほ
し
い

●Profi le　石井  隆憲（いしい  たかのり）
❶日本体育大学大学院体育学研究科修士
課程修了（S60.3）／❷博士（社会学）東洋大
学（H10.3）／❸NPO法人日本チンロン連盟
代表理事、元日本スポーツ人類学会会長。
ミャンマー・スポーツ省客員研究員（H11.4
～H12.3、H16.4～H17.3）としてミャンマー
に赴き調査活動に携わる。／❹剣道部でし
たが剣道では芽が出ず、研究の道を志しま
した。そして私自身の生き方を変える「ス
ポーツ人類学」という学問に出会いました。
／❺ミャンマーの伝統スポーツ、チンロンで
す。リフティングのようにボールを蹴ってパ
フォーマンスを競い合うスポーツです。私は
日本代表の監督も務めており、国内でのさ
らなる普及を目指しています。

石い

し

井い  

隆た

か

憲の

り

　
第
13
代
学
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2
0
2
0
年
1
月
か
ら
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
も
こ
こ
の
と
こ
ろ
減
少
傾
向
が
続
き
、
私

た
ち
の
生
活
も
少
し
ず
つ
コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
こ
の
間
私
た
ち
は
様
々
な
制
約
を
受
け
て

生
活
し
て
き
ま
し
た
が
、
特
に
教
育
機
関
に
お
い
て
は

試
行
錯
誤
の
繰
り
返
し
で
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
、
オ
ン

デ
マ
ン
ド
、
そ
れ
ま
で
あ
ま
り
耳
に
す
る
こ
と
の
無
か
っ

た
響
き
も
今
で
は
普
通
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
同
じ
場
所
に
い
な
く
て
も
同
じ
時
間
が

共
有
で
き
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
一
気
に
10
年
は
進
ん
だ
と

さ
え
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
本
学
は
理
論
と
実

践
を
伴
う
授
業
科
目
が
各
学
部
と
も
多
く
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
頭
で
は
理
解
で
き
て
は
い
る
も
の
の
実
践

が
伴
わ
な
い
の
で
は
真
に
学
ん
だ
と
い
う
事
に
は
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
今
年
は
「
対
面
授
業
」
を
原
則
と

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
顔
を
見
な
が
ら
、

表
情
を
見
な
が
ら
の
授
業
や
実
習
、
そ
し
て
多
く
の

友
人
に
囲
ま
れ
た
学
生
生
活
。
以
前
で
き
て
い
た
事

も
元
通
り
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
目
が
合
っ
た
ら
ま
ず
は
元
気
な
声
で
挨
拶
を
交

わ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
学
生
・
教
職
員
で
一

体
と
な
り
、
元
気
で
活
気
の
あ
る
新
た
な
日
体
大
を

創
造
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

今
日
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
と
繋
が
っ
た
高
度

な
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
は
、
さ
ら
に
新
し
い
価
値

と
融
合
し
て
、「
S
o
ce
i
ty
5.
0
」
の
社
会
に

向
か
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
の
ス
ポ
ー
ツ

界
を
一
瞥
し
て
み
て
も
、A
I

と
ロ
ボ
ッ
ト
、ビ
ッ
ク
デ
ー

タ
ー
を
活
用
し
た
著
し
い
技
術
革
新
が
ス
ポ
ー
ツ
現
場

に
変
化
を
与
え
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
情
報
リ
テ
ラ

シ
ー
と
も
関
係
し
、
日
体
大
の
持
続
可
能
な
発
展
に

向
け
て
積
極
的
に
活
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
総
合
大
学
化
を
目
指
す
日
体

大
は
こ
う
し
た
社
会
変
化
を
し
っ
か
り
見
据
え
て
、
さ

ら
に
改
革
前
進
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
大
学
・
学
部
の
使
命
と
役
割
、
保
健
体
育

教
員
と
健
康
・ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
育
成
に
留
ま
ら
ず
、

会
社
や
事
業
を
創
り
出
す
起
業
＂
力
＂
を
養
う
ア
ン

ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
は
こ
れ
か
ら
の
日
体
大
の

発
展
に
不
可
欠
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

日
体
大
の
校
風
は
校
歌
に
謳
わ
れ
る
気
質
・
能
力

（
質
実
剛
健
、
知
徳
兼
備
、
団
結
和
協
、
体
育
奉

公
）を
兼
ね
備
え
た
逞
し
い
体
と
心
を
も
っ
た
「
私（
人

間
）」
の
形
成
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
自
ら
が
実
践

を
通
し
て
学
び
、
考
え
る
力
を
身
に
つ
け
、
主
体
的
・

自
発
的
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
大
学
生
活
で
出
会
っ
た
「
仲
間
」、「
先
輩
」、

「
後
輩
」
の
人
た
ち
は
こ
れ
か
ら
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

大
き
な
人
生
の
財
産
に
な
り
ま
す
、
大
事
に
し
て
下

さ
い
。
そ
し
て
、
大
い
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

元
気
で
活
気
の
あ
る

新
た
な
日
体
大
を
創
造
し
よ
う八や

木ぎ

沢さ

わ   

誠ま
こ
と

水み

ず

野の  

増ま

す

彦ひ

こ

　
副
学
長︵
教
学
・
学
生
生
活
担
当
︶

副
学
長︵
企
画
・
管
理
・
運
営
担
当
︶

最終学歴❶学位❷経歴等・おもな所属団体❸学生時代の思い出❹特技・趣味❺

●Profi le　八木沢  誠（やぎさわ  まこと）
❶日本体育大学大学院体育科学研究科(H2.3)／❷
修士（体育学）／❸日本体育・スポーツ・健康学会、日
本武道学会、スポーツ史学会、日本応用心理学会、日
本運動・スポーツ科学学会、（一財）全日本学校剣道
連盟常任理事、関東学生剣道連盟常任幹事、剣道教
士八段／❹大学入学と同時に剣道部に入部しまし
た。当時は230名を超える部員がおり、秋田から出て
きた田舎侍はその多さに面食らってしまいました。同
じ釜の飯を食った先輩・同級生・後輩たちとの縁はか
けがえのない大切な財産となりました。／❺掃除と園
芸。最近は季節ごとに咲く花を育てることが楽しみで
す。草花の生命力に驚き、力をもらっています。

●Profi le　水野  増彦（みずの  ますひこ）
❶日本体育大学体育学部体育学科（S58.3）／❷体
育学士／❸日本体育学会、日本コーチング学会、日
本陸上競技連盟強化委員（障害部長）歴任、関東
学生陸上競技連盟評議員、文部科学大臣賞（H13/
H15)、日本学生陸上競技連盟指導者功労賞（S63)、
関東学生陸上競技連盟指導者功労賞（S63/H13/
H15)／❹陸上競技部で仲間と共に練習に励んでい
ました。卒業後２年目の助手時代に日本選手権で優
勝し競技人生最高の時を迎えました。／❺最近は地
域貢献事業として地域の子供たちの陸上教室で楽し
く行っています。観葉植物や花を育てながら成長を見
守るのも楽しみです。

学長・副学長・役職者メッセージSpecial Contents 
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役職者メッセージ「スポーツ・身体への興味から皆さんの可能性を広げる」

横
よ こ

山
や ま

  順
じ ゅ ん

一
い ち

　体育学部  健康学科  学科長

●Profi le　横山 順一（よこやま じゅんいち）
❶日本体育大学体育学部（S61.3）／弘前大学大学院医学研
究科（R3.3）／❷博士（医学）／❸日本老年社会科学会、日本
社会福祉学会、日本在宅ケア学会、日本応用老年学会、せた
がや福祉区民学会（理事）、体力・栄養・免疫学会／❹陸上競
技部の中距離ブロックに所属。4年間の様々な経験が社会人
になってから大いに役立ちました。／❺釣り・キャンプ・料理・
読書。休日に仲間たちと楽しむ趣味の時間は、次の仕事へと
向かう原動力になっています。

◆日体生に望むこと：さまざまなことにチャレンジ
し、有意義な学生生活を送ってもらいたいと思
います。大学での４年間は、自分の未来を切り
拓いていくための貴重な時間になります。大学
生としての自覚も持って年齢相応の言動や所作
を身につけるとともに、国内外の社会情勢をしっ
かりと捉えながら積極的に自分の将来について
考える機会を得ましょう。日体大には皆さんの学
生生活を充実させるための環境が揃っています
ので、十分に活用してください。

大
お お

本
も と

  洋
よ う

嗣
じ

野
の

井
い

  真
し ん

吾
ご

体育学部  体育学科  学科長 体育学部  学部長

●Profi le　大本 洋嗣（おおもと ようじ）
❶日本体育大学大学院体育学研究科（H5.3）／❷修士（体育
学）／❸日本水泳連盟水球委員会テクニカルディレクター、
JOCナショナルヘッドコーチ、JOC強化スタッフ、リオ五輪、東京
五輪水球男子日本代表監督／❹水泳部水球ブロックに所属
し1年時より日本代表に選ばれ競技漬けの日々でした。／❺学
生時代から数えきれないほど海外に遠征しているので、競技
だけではなくその土地の文化や食事に触れ合うことが楽しみ
です。

●Profi le　野井 真吾（のい しんご）
❶日本体育大学体育学部（H3.3）／日本体育大学体育科学
研究科（H14.3）／❷博士（体育科学）／❸日本体育・スポー
ツ・健康学会、日本学校保健学会（代議員）、日本教育保健学
会（常任理事）、日本幼少児健康教育学会（副理事長）、子ど
ものからだと心・連絡会議（議長） 等／❹学生時代は学友会
サッカー部に所属し、練習がある日もない日も、四六時中サッ
カー部の友だちと一緒にいました。自慢できるような競技実
績は何一つ残せなかったものの、かけがえのない思い出に
なっています。／❺日ごろは、子どもの“からだ”にこだわった研
究活動に従事しています。そのため、子どもの“からだ”につい
ては、おおよそどんなことにでも興味があります。

◆日体生に望むこと：4年間は瞬く間に過ぎてし
まいます。充実した学生生活を送るためには時
間の使い方が重要です。体育学科はスポーツ、
健康のスペシャリストを目指すために、自らの目
標に向かって挑戦できる場所です。授業はもち
ろんのこと、クラブなどにも積極的に参加し多く
の経験を重ねてください。卒業する時に素晴ら
しい4年間を過ごしたと思えるかどうかは皆さん
の日々 の行動にかかっています。頑張ってくださ
い。 

◆日体生に望むこと：Society 5.0（超スマート
社会）とされる社会では、いまほど身体活動が
必要なくなると思うかもしれません。ただ、ヒト
は動物です。動かなければヒトにも人間にもな
れません。また、ヒトは人間でもあります。人
間は家族や仲間と群れながら進化してきまし
た。そう考えると、動くこと、群れることを制限
してしまうような時代にこそ、体育・スポーツ・
身体活動への期待はますます大きくなると思い
ます。そのような社会的要請に応えられる日体
生になってください。
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スポーツ文化学部　
スポーツ国際学科  学科長

●Profi le　山口 和之（やまぐち かずゆき）
❶明治学院大学文学部英文学科（H4.3）／ニューメキシコ大
学大学院言語学科博士課程 （H17.5）／❷博士（言語学）／❸
シルフェ会、日本言語学会、日本認知言語学会、日本語学会、
JACET、GEN TEFL／❹洋画好きの父の影響から外国語に興
味を抱きました。そのため？大学では英語学を、米国の大学院
では言語学を研究。／❺外国語学習、映画鑑賞、散歩など。

◆日体生に望むこと：日本の大学は国内だけで
はなく世界に目を向ける必要がこれまで以上にあ
ります。国内基準と共にグローバルスタンダード
を視野に入れながら行動する必要があり、その
際コミュニケーション手段として必要な外国語、
多くの場合は英語を習得することが必要になりま
す。ただし、外国語以上に日本語をしっかり身
に付けることを忘れずに生活してください。日本
語の力を高め、豊かな教養を身に付けることを
常に意識してください。

山
や ま

本
も と

  洋
よ う

祐
す け

●Profi le　山本 洋祐（やまもと ようすけ）
❶日本体育大学体育学部武道学科卒業（Ｓ57.3）／❷弘前大
学　博士（医学）／❸全日本柔道連盟男子強化委員（Ｈ28.4
～現在に至る）、ソウルオリンピック65kg銅メダル（S63.9）／
❹4年間合宿所で寝食を共にした同級生は、一生の宝である。
40年以上、時は経つが変わらぬ関係である。／❺ゴルフ

●Profi le　岡出 美則（おかで よしのり）
❶奈良教育大学教育学部小学校教員養成課程（S55.3）／筑
波大学大学院修士課程体育研究科体育方法学専攻（S57.3）
／❷博士（教育学）／❸日本体育学会（副会長）、日本スポー
ツ教育学会（副会長）、日本体育学会学会賞❹大学時代は、大
阪から奈良に通っていました。3年生以降、ドイツ語学校にも
通い始めました。大学院時代には、資料を確認するために筑
波から日本体育大学の図書館にも来ていました。／❺人に会
うことが好きです。以前はドイツによく行きましたが、最近、韓
国、中国、カンボジア、ミャンマー、インドネシア、シンガポール、
香港、インド、タイとアジアの知り合いが増えました。

◆日体生に望むこと：柔道の創始者嘉納師範は、
精力善用、相助相譲、自他共栄を教育の柱に
掲げ、目標達成に向けて心身の力を有効に活
用し、努力する。その過程で生じる対立や衝突
を避け、他者を尊重し、譲る心を持つことが共
に繁栄する道であると説かれています。武道教
育学科の学びを通して自分を奮い立たせる強い
精神力、想定外の状況に対応出来る判断力等、
社会で生き抜く力が身につくように日々 精進してく
ださい。

岡
お か

出
で

  美
よ し

則
の り

スポーツ文化学部   学部長

◆日体生に望むこと：2000年を境に、スポーツ
は国際的な課題や社会的な課題解決に向けた
効果的なツールであるとの認識が、国際社会で
共有されるようになりました。そのため、ユネス
コや国連、日本政府、企業、NPO等が実に多
様な活動を展開しています。皆さんには自分の
可能性を高く評価し、スポーツを通した社会的
課題の解決に向けて国際社会や日本国内で新
たな課題に挑戦する人材に育ってほしいと考え
ています。
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❶最終学歴　❷学位　❸経歴等・おもな所属団体　❹学生時代の思い出　❺特技・趣味

学長・副学長・役職者メッセージSpecial Contents 

スポーツ文化学部
武道教育学科  学科長
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●Profi le　小泉 和史（こいずみ かずし）
❶日本体育大学体育学部（H2.3）／日本体育大学大学院体
育科学研究科（H16.3）／東京海洋大学大学院海洋科学技術
研究科（R2.9）／❷博士（海洋科学）／❸日本水中スポーツ連
盟（副会長）、日本海洋人間学会（理事）、日本野外教育学会、
日本水中スポーツ学会、日本体育・スポーツ・健康学会など／
／❹ゼミ活動（海洋ゼミ）やサークル活動（アクアスポーツ）に
おいて、スクーバダイビングを主としてサイパン、伊豆、八丈島
など先輩、同期、後輩の仲間とともに楽しんでました。／❺国
内、海外を問わず、海、河川、湖沼の自然環境や温泉、飲料水
などの「水」全般に関することに興味があります。

◆日体生に望むこと：人間愛に基づき、限りあ
る生命をいかに充実させるかが最重要です。
そのためには、勉学、部活動、遊びなど、何
事も体当たりで妥協することなく突き詰めてほし
いと思います。そのテーマは、無限にあり、日
体生の活力あるパワーがあれば、何でも取り組
むことができます。その際は、「自己管理」、「バ
ディ愛」、「チーム愛」、「日体愛」を理解したう
えで、行動してほしいものです。日体生全員の
飛躍を期待するとともに応援しています。

青
あ お

柳
や な ぎ
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と お る
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  隆
た か

志
し

●Profi le　青柳 徹（あおやなぎ とおる）
❶日本体育大学体育学部（H3.3）/　筑波大学大学院修士課
程体育研究科コーチ学専攻修了（H15.7 ）／❷修士（体育学）
／❸日本氷上スポーツ学会（理事）、日本学生氷上競技連盟

（副会長）、日本スケート連盟ナショナルコーチ、文部科学省
スポーツ功労者顕彰（H17/H26）／❹辛いことも笑いに変え
て、苦楽を共有したスケート部の同期と過ごしたことの全てが
思い出であり、人生の財産となっています。そして今も一生涯
の友です。／❺将棋観戦です。特に対局後の感想戦を見聞き
している時間はプロ棋士の思考に触れることのできる貴重な
ときです。また、最近は時間の許す限りサウナに入っています。

●Profi le　齊藤 隆志（さいとう たかし）
❶筑波大学体育専門学群（S63.3）／筑波大学大学院修士課
程体育研究科(H2.3)／❷体育学修士／❸日本体育・スポー
ツ・健康学会、日本体育・スポーツ経営学会、日本スポーツ産
業学会、日本体育・スポーツ政策学会、日本スポーツ協会総合
企画委員会/SJ編集部会／❹陸上競技部に所属し、2・3年生
時に２年間ブロック長として部員をまとめ練習メニューを企
画・立案していました。チーム成果を出すために創意工夫する
貴重な経験ができました。／❺アニメやコミックが趣味です。
最近では「THE FIRST SLAM DUNK」を映画館で鑑賞して大変
感動しました。わたしは仙道君のファンです。

◆日体生に望むこと：長い歴史と伝統を誇る日
体大において、スポーツマネジメント学部は新し
い学部であることから、これまでに諸先輩たち
が築き上げてきた伝統を重んじながらも新しいこ
とへ挑戦することが求められます。日体大の強
みを最大限に活かしながら、多様化する文化・
スポーツの変化を捉え、最新のトレンドを追求す
ることによって社会のニーズに応えられる人材と
なるために在学中は不易流行の姿勢で学業など
へ貪欲に取り組んで欲しいです。

◆日体生に望むこと：ＡＩが人類の知能を超える
日は近いと言われています。わからないことはス
マホに尋ねれば何でも答えてくれます。しかし
実社会での体験、それに伴うわくわくする気持ち
や苦労した思い出などをＡＩは教えてくれません。
ぜひスポーツ指導、ボランティアやマネジメント
などのいろいろな経験のために現場に出てみま
しょう。学生時代の現場経験はＡＩでもかなわな
いみなさんの本当の力となるはずです。
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役職者メッセージ「スポーツ・身体への興味から皆さんの可能性を広げる」

スポーツマネジメント学部　
スポーツライフマネジメント学科  学科長

スポーツマネジメント学部　
スポーツマネジメント学科  学科長

スポーツマネジメント学部  学部長
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児童スポーツ教育学部
児童スポーツ教育学科  学科長

●Profi le　中島 龍一（なかじま りゅういち）
❶武蔵野音楽大学音楽学部器楽学科ピアノ専攻（S61.3）／
武蔵野音楽大学大学院音楽研究科ピアノ専攻（H1.3）／❷芸
術学修士／❸全国大学音楽教育学会(理事)、日本音楽教育
学会、日本童謡協会(作曲会員)／❹「練習⇄レッスン」の日々
でした。厳しい教官でした。ピアノも体育会系なんです！(笑)そ
んな中でも学生生活をエンジョイしていました。今も毎日指
を鍛え、練習しています！／❺28年間日記をつけています。ス
ポーツ観戦が好きです。特に高校野球！ガムシャラで真っ直ぐ
なプレーにパワーをもらっています。特技は、即寝られてパッ
と起きられること。

●Profi le　須永 美歌子（すなが みかこ）
❶日本体育大学大学院体育科学研究科（H10.3）／❷博士

（医学）／❸日本体力医学会（理事）、日本トレーニング科学会
（会長）、日本オリンピック委員会強化スタッフ、日本陸上競技

連盟科学委員会委員／❹陸上競技部に所属し、合宿所生活
を送っていました。一方で、大学院生の実験を手伝うなど、研
究活動にも取り組んでいました。部活動・ゼミ活動の両方とも
すごく楽しくて充実した毎日でした。／❺これといった趣味は
ありませんが、人と話をすることが好きです。様々な事柄に対
する考えを聞くと、多くのことに気づかされます。学生さんとも
たくさんお話する機会を作りたいです。

◆日体生に望むこと：日体生には「目標を定め
たらそれに向かって調整し、成し遂げる力がある」
ことを、授業や様 な々活動を通して強く感じます。
これはスポーツを通して培った力でもあるのかな
と思います。また大切な生活基盤要素である「明
るく元気」なことも、日体生の素晴らしい力だと
思っています。この「日体力」を学生生活の中
で更に熟成させ、人を思いやる気持ちを大切に
し、社会に出た時にリーダーシップを取れる人間
に成長して欲しいと思います。

須
す

永
な が

  美
み

歌
か

子
こ

児童スポーツ教育学部  学部長

◆日体生に望むこと：日体大生は、真面目で純
粋、そしてひたむきに努力する才能に優れてい
ます。その才能はスポーツだけでなく、様々な
ところで活かすことができるでしょう。大学生時
代の過ごし方は、その後の社会人生活にも影
響を与えます。多様な人と交流し、積極的に
学び、考え、視野を広げていただきたいです。
自分の可能性を信じ、高い志をもって色々なこ
とにチャレンジしていただきたいです。

自
分
を
信
じ
て
様
々
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
れ
る
人
間
に

学長・副学長・役職者メッセージSpecial Contents 
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保健医療学部  学部長保健医療学部  救急医療学科  学科長

●Profi le　中里 浩一（なかざと こういち）
❶東京大学教養学部基礎科学科第一（H4.3）／東京大学大
学院総合文化研究科（H10.3）／❷博士（学術）／❸日本体力
医学会（理事）、日本運動生理学会（理事）／❹学部時代は友
人と車中泊をしながら北海道旅行をしたりオートバイで日本
中をツーリングしたりしたのがいい思い出です。大学院以降の
思い出は全て研究活動、とりわけ指導教員の先生をはじめと
する研究室の皆様との昼夜を問わないディスカッションです。
／❺魚釣りと答えるようにしています。

●Profi le　小川  理郎（おがわ さとお）
❶日本医科大学大学院医学研究科／❷医学博士／❸日本
医科大学関連施設で救急医療災害医療などに従事。専門分
野は病院前医療(EMS)、重症多発外傷と多臓器障害（重篤病
態）の診療と治療、救急災害医学教育、研究分野は心肺脳蘇
生と脳循環代謝。日本外科学会 日本救急医学会 指導医・専
門医 評議員 など／❹大学時代は苦学生ですべてに必死の毎
日でした。母や多く方々の愛情に恵まれて真に人に優しくなれ
ました。／❺スポーツ・音楽鑑賞。熱烈巨人ファン。星を観る大
の宇宙好き、海好きscuba diving 、動物と魚の餌やり。医師に
なって以来趣味がつぶれて、日々の診療での勉強と研究、教育
指導が趣味に。

◆日体生に望むこと：体育・スポーツ界を中心
に華 し々い成果に彩られた長い歴史を持つ日体
大ですが、その栄光を作ってきたのは学生の皆
様ひとりひとりです。そして日体大の更なる輝き
に火をともすのは在学生、そして新入生の皆様
に他なりません。他大学の追随を許さない日本
一の環境はそれぞれの夢に向かって挑戦するに
はうってつけです。卒業時に大きな成長、かけ
がえのない友、ゆるぎない学力が得られ「最高
の学生生活だった」と思えるような環境づくりを
心がけていきたいと思います。

◆日体生に望むこと：常に社会的な礼儀と自分
の支持者からの感謝の気持ちを決して忘れず
に、スポーツと勉強の両立を望みます。教員と
自分を信頼して前を向いて自己成長のために学
業・実習・諸活動に取り組んで下さい。救急救
命士は人の命とその家族を救い、社会で困窮し
た人のために、利他の精神を持って働く素晴ら
しく感謝される職種です。危急の人 を々救えば、
永遠に消失しない誇らしい満足感が待っていま
す。救急医療の知識は生涯にわたって使えます。
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保健医療学部  整復医療学科  学科長

●Profi le　久保山 和彦（くぼやま かずひこ）
❶日本体育大学体育学部武道学科（S61.3）／日体柔整専門
学校/放送大学大学院文化科学研究科／❷修士（学術）／博
士（体育科学）／❸日本体育学会、日本武道学会、日本柔道整
復接骨医学会、日本医学教育学会、日本疫学会、日本体力医
学会、日本登山医学会／❹昼は日体大柔道部で柔道を学び、
夜は（現）日体医療専門学校で柔道整復術を学びました。日々

「殺法・活法」の修得に没頭しました。／❺古今東西の「人間」
に関わる社会・文化情報を把握することで「日本人とは、、、」を
問うております。常に体験を先行させた「実践知」を集積してい
ます。

◆日体生に望むこと：「柔道整復術」は、柔術
家が用いていた「活法・接骨術」が起源となる
医術です。大正期において接骨術は活法から
分岐して「柔道整復術」となりました。日体生
の皆さん、身体活動や競技を通じて得た「実践
的知識」を基に、柔道整復の知識を重ね合わ
せて、国内外の体育・健康・医療・福祉など
の分野に向けて、これまでにない新たな風を吹
き込むことができるように挑戦してください。

体
育
・
健
康
・
医
療
・
福
祉
に
新
風
を

力
を
合
わ
せ
日
体
大
に
更
な
る
輝
き
を

救
急
救
命
士
の
為
に
真
の
教
育
を
追
求

役職者メッセージ「スポーツ・身体への興味から皆さんの可能性を広げる」
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●Profi le　関根 正美（せきね まさみ）
❶早稲田大学第二文学部西洋文化専修（S63）／筑波大学
大学院体育科学研究科体育科学専攻（H8）／❷博士（体育
科学）／❸日本体育・スポーツ健康学会、日本体育・スポーツ
哲学会（会長）、日本ヤスパース協会（理事）、International 
Association for the Philosophy of Sport／❹他大学でした
が卓球部に所属し練習の毎日でした。４年生の春リーグで4
季連続最下位を脱した時と4年秋で全日本の予選を初めて通
過した時の嬉しさは今でも忘れません。／❺旅行などで訪れ
た街の本屋に入り、記念に何か１冊買うことを楽しみにしてい
ます。日本語の本でも外国語の本でも、ページをめくっている
と街の記憶が甦ってきます。

関
せ き

根
ね

  正
ま さ

美
み

大学院研究科長代表

◆日体生に望むこと：真理を探究することは人
間に与えられた大きな希望の一つです。大学の
学部・大学院で競技生活、授業、日々の勉強
の中で体育・スポーツ（とは限りませんが）の「謎」
に出会ったら真理探究のスタートラインに立って
います。それは教員・学生、上級生・下級生
関係なく誰にでも平等に訪れます。体育・スポー
ツ・健康の世界は未だ謎だらけで、それらは私
たちによって解明されるのを待っています。この
大学で、日体生の皆さんが謎に出会えますよう
に。

真
理
探
究
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

　スポーツというと強さ、速さが連想されるがそれだ

けではない。スポーツは「美」の追求でもある。古

来より、スポーツと芸術は密接な関係にある。 現代

においては、会場施設、開閉会式等のセレモニーに

おいても、芸術性がいっそう問われるようになった。

　スポーツを学ぶ学生たちには感性を磨き、想像力を盛んにし、一流

の美意識を身につけてもらいたい。この趣旨のもと、日体大のキャン

パスには、わが国を代表する名だたる彫刻家の大ブロンズ像7点をはじ

め、彫刻や絵画、タペストリーなど数多くの芸術作品が設置されている。

松浪健四郎理事長の命名による「美の館」である。

　東京・世田谷キャンパス教育研究棟の中に入ると文化勲章受章者・

中村晋也氏作の「EOS」の像が来校者を迎えてくれる。曙の女神であ

るEOS神は光の玉を持ち、闇の世界を照らし、勝利し続けたという神

話がモチーフ。躍動感あふれる名馬が、古代ギリシャのオリンピック種

目であった戦車競走の戦車を全力疾走で引き、古代ギリシャのEOS神

の存在感を際立たせている。さらに、聖なる面持ちで一日の平穏を祈る

「朝の祈り」、表現力の重要さを謳い、リズミカルな躍動感が伝わって

くる「萌えるリズム」、家族愛、友情の大切さと、団結和協の精神を教

えてくれる「姉妹」（いずれも中村晋也氏作）のブロンズ像など、あた

かも美術館を歩いているような空間である。

　スポーツも芸術も人の営みである。いかに生きるべきか。幸せとは

なにか。作品の前でひととき足を止め、スポーツのもつ意味や本質に

ついて思索に耽ってみたい。

日
体
大
と
美

EOS（エオス）

朝の祈り 萌えるリズム 姉妹

日体大を
 極める
E p i s o d e9　
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 藤波 朱理
体育学部２年　レスリング

夢や目標にひたむきだから
チャンスも、仲間との出会い も広がる

東京 2020 オリンピック金メダリスト阿部詩選手。パリ2024 への期待が高まる藤波朱理選手。

両選手は競技は違っても、一緒に食事に出かけることも多い仲の良い関係とか。

トップアスリートというと雲の上の存在に思いがちですが、目標への向き合い方、

逆境やプレッシャーの乗り越え方は、誰でも共感できることです。

そして、大学生活を充実させる秘訣は、日々やるべきことにひたむきに取り組むこと。

両選手のイキイキとしたトークから、大学４年間を輝かせるヒントを見つけてみましょう。

プロフィール／藤波　朱理（ふじなみ・あかり）
三重県四日市市出身。父・兄（勇飛選手）の影響でレスリングを始める。
2017年9月（中2）から続く公式戦連勝116を継続中。（2023.3.24時点）
パリオリンピック日本代表の最有力候補。
＜高校以降の主な戦績＞
2019年　インターハイ　53kg級　優勝
2019年　クリッパン女子国際大会（カデット）　53kg級　優勝
2019年　ジュニアクイーンズカップ（カデット）　53kg級　優勝
2019年　全日本女子オープン選手権（高校生）　53kg級　優勝
2020年　クリッパン女子国際大会（カデット）　53kg級　優勝
2020年　全日本選手権　53kg級　優勝
2021年　インターハイ　53kg級　優勝
2021年　ジュニアクイーンズカップ（ジュニア）　53kg級　優勝
2021年　世界選手権　53kg級　優勝
2021年　全日本選手権　53kg級　優勝
2021年　全日本選抜選手権　53kg級　優勝
2022年　アジア選手権　53kg級　優勝
2022年　ジュニアクイーンズカップ（U20）　53kg級　優勝
2022年　全日本学生選手権　55kg級　優勝
2022年　全日本選手権　53kg級　優勝
2022年　全日本選抜選手権　53kg級　優勝
2023年　ザグレブ・オープン　53kg級　優勝

コ
ロ
ナ
禍
で
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に

・
お
二
人
が
親
し
く
な
っ
た
き
っ
か
け
は
？

阿
部
：
大
学︵
東
京
・
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
︶の
ス
ポ
ー
ツ
棟
の
三
階
で
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
ろ
う
と
し
た
ら
、
す
ご
い
勢
い
で
走
っ
て
く
る
人
が
い
て
、

私
の
目
の
前
に
立
っ
た
と
思
っ
た
ら
「
レ
ス
リ
ン
グ
部
一
年
、
藤
波
朱
理
で

す
！
」
っ
て
言
っ
て
き
た
の
が
朱
理
ち
ゃ
ん
と
の
最
初
の
出
会
い
で
す
。
そ

れ
が
す
ご
く
印
象
的
で
し
た
。
し
っ
か
り
と
挨
拶
し
て
き
て
く
れ
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。

藤
波
：
け
っ
し
て
待
ち
伏
せ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
で
す
よ︵
笑
︶。
大
会

な
ど
で
遠
く
か
ら
一
方
的
に
詩
さ
ん
を
見
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
前
か
ら
大

フ
ァ
ン
で
し
た
。
で
も
直
接
お
話
し
た
の
は
そ
の
と
き
が
初
め
て
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

・
阿
部
さ
ん
は
四
年
間
、
藤
波
さ
ん
は
一
年
間
を
振
り
返
り
、
ど
の
よ
う
な

大
学
生
活
で
し
た
か
？

藤
波
：
高
校
三
年
生
の
と
き
に
世
界
選
手
権
で
優
勝
し
、
二
連
覇
を
目
標

に
入
学
し
て
き
た
の
で
す
が
、
ケ
ガ
の
た
め
に
2
0
2
2
年
は
出
場
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。「
結
果
を
残
す
」
と
い
う
思
い
描
い
て
い
た
通
り
の
一
年
間

を
過
ご
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
と
て
も
良
い
経
験
に
は
な
り
ま
し
た
。
そ
の

経
験
を
生
か
し
、
今
年
こ
そ
必
ず
世
界
選
手
権
で
優
勝
し
た
い
で
す
。

阿
部
：
一
年
生
の
と
き
は
授
業
数
が
多
く
て
大
変
で
し
た
が
、
そ
の
ぶ
ん

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
べ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
友
だ
ち
と
一
緒
に
授
業
を
受

け
ら
れ
た
り
、
実
技
も
含
め
て
楽
し
く
取
り
組
め
ま
し
た
。
練
習
に
関
し

て
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
し
て
い
た
の
で
、
思
い
描
い
て
い
た
通
り
の
大
学
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
気
が
し
ま
す
。
た
だ
二
・
三
年
生
は
コ
ロ
ナ
禍
で

ほ
と
ん
ど
大
学
に
通
え
な
い
状
況
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
二
年
間
は
ち
ょ
っ
と

悔
し
い
と
い
う
か
悲
し
か
っ
た
で
す
ね
。

 スペシャル対談：トップアスリートが語る「競技・夢・プライベート」

入学して１年、技術、人間性ともに
良い経験になっています
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Special Contents 

 阿部  詩
スポーツ文化学部 2023 年 3 月卒　柔道

夢や目標にひたむきだから
チャンスも、仲間との出会い も広がる

プロフィール／阿部　詩（あべ・うた）
兵庫県神戸市出身。兄（一二三選手）の影響で柔道を始める。東京オリンピッ
クでは女子52kg級に出場し、兄妹で一緒に金メダルを獲得するという幼い
頃からの夢を実現した。
＜高校以降の主な戦績＞
2017年　グランプリ　デュッセルドルフ　52kg級　優勝
2017年　世界ジュニア選手権大会　52kg級　優勝
2017年　講道館杯全日本柔道体重別選手権大会　52kg級　優勝
2017年　グランドスラム　東京　52kg級　優勝
2018年　グランドスラム　パリ　52kg級　優勝
2018年　グランプリ　フフホト　52kg級　優勝
2018年　バクー世界柔道選手権大会　52kg級　優勝
2018年　グランドスラム　大阪　52kg級　優勝
2019年　グランプリ　フフホト　52kg級　優勝
2019年　世界柔道選手権東京大会　52kg級　優勝
2020年　グランドスラム・デュッセルドルフ　52kg級優勝
2021年　グランドスラム　タシケント　52kg級　優勝
2021年　グランドスラム　カザン　52kg級　優勝
2021年　東京オリンピック　52kg級　優勝
2022年　グランプリ・サグレブ　52kg級　優勝
2022年　世界選手権　52kg級　優勝
2022年　グランドスラム　東京　52kg級　優勝

・
阿
部
さ
ん
は
登
校
で
き
な
い
時
期
を
ど
の
よ
う
に
乗
り
越
え
ま
し
た
か
？

　
阿
部
：
コ
ロ
ナ
禍
の
期
間
は
、
兄
と
ず
っ
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
練
習
を
し

て
い
た
の
で
、
家
族
の
存
在
は
大
き
か
っ
た
で
す
。
あ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
兄

の
練
習
パ
ー
ト
ナ
ー
の
方
と
四
人
で
行
動
し
て
い
た
の
で
す
が
、
延
期
が
決

ま
っ
て
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
同
じ
目
標
に
向
か

う
仲
間
に
は
精
神
的
に
も
支
え
ら
れ
ま
し
た
。

・
藤
波
さ
ん
は
高
校
生
で
コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
て
い
ま
す
が
、
ど
う
で
し
た

か
？

藤
波
：
レ
ス
リ
ン
グ
は
相
手
と
向
き
合
っ
て
す
る
競
技
な
の
に
、
コ
ロ
ナ
禍

で
は
そ
れ
が
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
日
々
の
練
習
は
レ

ス
リ
ン
グ
そ
の
も
の
よ
り
も
走
り
込
み
が
中
心
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
お

か
げ
で
基
礎
体
力
が
結
構
つ
い
た
の
で
、
む
し
ろ
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。

スペシャル対談：トップアスリートが語る「競技・夢・プライベート」

友だちと一緒に、授業に
楽しく取り組むことができました
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 阿部  詩
U t a  A B E

 藤波 朱理
A k a r i  F U J I N A M I

逆
境
が
「
強
く
な
れ
る
チ
ャ
ン
ス
」
に
変
わ
り
ま
す 

（
阿
部
）

パ
リ
五
輪
で
詩
先
輩
と
一
緒
に
金
メ
ダ
ル
を
獲
り
た
い
で
す 

（
藤
波
）
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ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
か
つ
繊
細
な
競
技
　

柔
道
・
レ
ス
リ
ン
グ

・
柔
道
と
レ
ス
リ
ン
グ
の
共
通
点
や
魅
力
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

阿
部
：
ま
ず
柔
道
と
い
う
競
技
は
、
相
手
が
い
な
い

と
成
立
し
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
し
っ
か
り
と
相
手
に

感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
取
り
組
む
と
い
う
と
こ
ろ
が

人
間
的
に
と
て
も
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
競
技
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
は
大
き
な
魅
力
で
も
あ
り
ま
す
。

藤
波
：
ど
ち
ら
も
相
手
と
の
距
離
が
非
常
に
近
い
と

こ
ろ
が
似
て
い
ま
す
よ
ね
。
柔
道
も
相
手
の
背
中
を
畳

に
つ
か
せ
に
い
き
ま
す
が
、
レ
ス
リ
ン
グ
も
同
じ
く
背

中
を
マ
ッ
ト
に
つ
か
せ
に
い
く
の
で
、
そ
う
い
っ
た
部
分

も
似
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

阿
部
：
レ
ス
リ
ン
グ
で
背
中
を
つ
い
た
ら
フ
ォ
ー
ル
勝

ち
に
な
る
よ
う
に
、
柔
道
も
背
中
を
き
れ
い
に
つ
か
せ

た
ら
一
本
で
勝
ち
。
そ
し
て
試
合
が
始
ま
っ
た
ら
相
手

で
は
な
く
む
し
ろ
自
分
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
の
ほ
う

が
多
い
と
い
う
と
こ
ろ
も
似
て
い
る
点
か
な
？

藤
波
：
そ
う
で
す
ね
。
レ
ス
リ
ン
グ
に
は
大
き
く
ア

ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
技
も
あ
れ
ば
、
細
か
い
駆
け
引
き
も

あ
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
筋
肉
ム
キ
ム

キ
な
人
で
も
細
い
人
に
負
け
た
り
す
る
の
で
、「
筋
力

＝
強
い
」
で
は
な
く
メ
ン
タ
ル
や
技
術
の
部
分
が
複
雑

に
影
響
し
て
勝
敗
が
分
か
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ

も
面
白
さ
や
魅
力
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

阿
部
：
こ
れ
も
レ
ス
リ
ン
グ
と
似
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
相
手
を
き
れ
い
に
投
げ
て
い
る
場
面
や
、
接
戦
の

時
の
お
互
い
の
表
情
や
駆
け
引
き
に
も
注
目
し
て
ほ
し

い
で
す
ね
。

・
普
段
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
試
合
の
際
に
気
を
つ
け
て

い
る
こ
と
は
？

藤
波
：
普
段
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
中
で
も
常
に「
こ
れ
は

レ
ス
リ
ン
グ
の
こ
の
場
面
で
使
う
動
き
だ
な
」と
考
え

な
が
ら
取
り
組
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。マ
ッ
ト
の
練
習

で
は
い
か
に
試
合
に
近
づ
け
る
か
を
意
識
し
、逆
に
試

合
で
は
い
か
に
練
習
に
近
づ
け
る
か
を
意
識
し
ま
す
。

阿
部
：
ま
わ
り
の
方
々
に
感
謝
す
る
気
持
ち
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
日
々
過
ご
す
こ
と
と
、
朱
理
ち
ゃ
ん
も
言
っ

た
よ
う
に
、
試
合
の
よ
う
な
練
習
を
し
て
本
番
を
イ

メ
ー
ジ
し
な
が
ら
稽
古
に
取
り
組
む
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。

・
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
ど
の
よ
う
に
克
服
し
て
い
ま
す
か
？

阿
部
：
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
感
じ
ま
す
。
で
も
今
は
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
に
負
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
感
じ
る
の
が

あ
た
り
ま
え
だ
と
思
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、日
々

の
稽
古
で
あ
え
て
自
分
に
す
ご
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与

え
る
ん
で
す
。
稽
古
で
苦
し
ん
で
お
け
ば
試
合
の
と
き

に
ど
れ
だ
け
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
っ
て
も
あ
ま
り
気
に
な

ら
な
く
な
り
ま
す
ね
。
だ
か
ら
、
日
々
の
稽
古
の
ほ
う

が
結
構
つ
ら
い
と
い
う
こ
と
は
多
い
で
す
。

藤
波
：
私
は
連
勝
記
録
と
か
、
あ
ま
り
考
え
な
い
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
あ
と
は
、
た
と
え
ば
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
メ
ダ
リ
ス
ト
の
よ
う
に
、
周
り
に
は
も
っ
と
ず
っ
と

大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
抱
え
て
い
る
選
手
が
い
ま
す

か
ら
、
自
分
は
全
然
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
と
思
い
な

が
ら
や
っ
て
い
ま
す
。
試
合
の
前
は
と
に
か
く
そ
の
試

合
の
こ
と
だ
け
に
集
中
す
る
、
マ
ッ
ト
に
上
が
っ
た
ら

無
心
に
や
る
だ
け
！
　
と
い
う
心
境
に
な
る
ま
で
準
備

し
て
毎
回
挑
ん
で
い
ま
す
。

小
さ
な
目
標
、
挫
折
の
積
み
重
ね
を

経
て
、
五
輪
の
舞
台
へ

・
こ
れ
ま
で
で
一
番
悔
し
か
っ
た
試
合
や
転
機
と
な
っ
た

経
験
は
？

阿
部
：
高
校
一
年
生
の
と
き
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
一
回

戦
負
け
し
た
こ
と
で
す
。
そ
の
と
き
が
本
当
に
一
番
悔

し
く
、
自
分
の
力
を
ま
っ
た
く
出
せ
な
か
っ
た
の
で
、

不
完
全
燃
焼
と
い
う
思
い
が
今
ま
で
で
一
番
残
っ
て
い

ま
す
。
実
は
そ
の
と
き
に
初
め
て
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ

ま
し
た
。
そ
れ
に
負
け
て
し
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

の
頃
は
妙
な
自
信
が
あ
っ
て
、「
絶
対
勝
て
る
」
と
思
っ

て
い
た
の
に
、
そ
れ
に
見
合
う
実
力
が
伴
わ
ず
、
過
信

し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
経
験
が
今
の
自
分
を
作
っ

て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

藤
波
：
昨
年
ケ
ガ
し
た
と
き
は
本
当
に
悔
し
か
っ
た

で
す
。
自
分
は
出
場
で
き
ず
、
他
の
日
本
代
表
選
手
た

ち
が
活
躍
す
る
姿
を
見
て
い
る
経
験
は
初
め
て
だ
っ
た

の
で
、
も
う
こ
う
い
う
思
い
は
二
度
と
し
た
く
な
い
！

と
強
く
思
い
ま
し
た
。
不
甲
斐
な
い
自
分
が
す
ご
く
悔

し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
転
機
と
い
え
ば
、
中
学

生
の
と
き
に
ず
っ
と
勝
て
な
か
っ
た
一
学
年
上
の
選
手
に

初
め
て
勝
ち
、
自
分
の
中
で
何
か
が
す
ご
く
変
わ
り
自

信
に
な
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

・
逆
境
と
も
い
え
る
時
期
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
意
識

し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

藤
波
：
自
分
が
意
識
す
る
だ
け
で
な
く
、
ま
わ
り
の

人
た
ち
の
存
在
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。
今
は
、
私
の
夢
で
あ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
優
勝
す
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
も
う
一
度
心
に
刻

み
直
し
、
気
持
ち
を
高
め
て
い
ま
す
。

阿
部
：
「
こ
の
経
験
に
よ
っ
て
す
ご
く
強
く
な
れ
る
」

と
思
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
苦
し
い
日
々
が
続
い
て

も
、
こ
れ
を
乗
り
越
え
る
と
人
間
的
に
も
競
技
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
し
て
も
ま
た
一
段
階
上
が
れ
る
だ
ろ

う
と
思
う
と
、
逆
境
が
「
強
く
な
れ
る
チ
ャ
ン
ス
」
に

変
わ
り
ま
す
。

・
目
標
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
り
、
夢
を
諦
め
そ
う
に

な
っ
て
い
る
人
た
ち
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま

す
。

阿
部
：
小
さ
な
目
標
か
ら
見
つ
け
て
い
く
と
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
日
ご
と
で
も
い
い
の
で
目
標

を
設
定
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
く
と
、
だ
ん
だ
ん
と
そ

の
先
の
や
り
た
い
こ
と
や
や
る
べ
き
こ
と
が
見
え
て
く

る
と
思
い
ま
す
。「
今
日
は
一
日
一
回
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ

を
拾
お
う
」
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
の
ほ
う
が
大
き
く

て
遠
す
ぎ
る
目
標
よ
り
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

藤
波
：
私
も
一
緒
で
、
小
さ
い
目
標
を
立
て
て
そ
れ

を
達
成
し
て
、
そ
う
し
た
ら
ま
た
次
の
小
さ
い
目
標
を

立
て
て
そ
れ
を
達
成
し
て
と
い
う
、
そ
の
繰
り
返
し
の

よ
う
に
思
い
ま
す
。

・
パ
リ
五
輪
に
向
け
て
の
思
い
や
今
後
の
目
標
と
意
気

込
み
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

阿
部
：
東
京
五
輪
が
終
わ
っ
た
あ
と
に
自
分
で
も
想

像
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
な
燃
え
尽
き
感
が
あ
り
、
去

年
の
世
界
選
手
権
ま
で
の
日
々
は
違
っ
た
苦
し
さ
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
次
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
三
年
間

に
な
っ
た
た
め
す
ぐ
に
大
会
に
出
場
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
ち
ょ
っ
と
し
た
焦
り
が
出
る
こ
と
も
あ
り
、
普
段

よ
り
も
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
が
難
し
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。
で
も
自
分
自
身
だ
け
で
な
く
、兄
と
二
人
揃
っ

て
の
二
連
覇
が
目
標
な
の
で
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
人
生
の
目
標
と
し
て
は
、
毎
日

幸
せ
に
過
ご
す
こ
と
で
す
ね
！

藤
波
：
私
は
初
め
て
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
の
で
、
六
月

の
予
選
で
し
っ
か
り
勝
ち
切
り
、
そ
の
後
の
世
界
選
手

権
も
必
ず
優
勝
す
る
こ
と
が
今
年
の
目
標
で
す
。
そ
の

あ
と
の
パ
リ
五
輪
で
も
必
ず
優
勝
し
、
詩
先
輩
と
一
緒

に
金
メ
ダ
ル
を
獲
り
た
い
で
す
。
私
の
人
生
の
目
標
も

同
じ
で
、
毎
日
笑
顔
で
過
ご
せ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

・
将
来
、
現
役
後
に
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
い
で
す

か
？

藤
波
：
引
退
し
て
も
教
え
る
立
場
に
な
る
な
ど
、
ず
っ

と
レ
ス
リ
ン
グ
に
は
関
わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

阿
部
：
私
も
柔
道
の
楽
し
さ
を
教
え
た
り
広
め
た
り

し
て
い
き
た
い
の
で
、
自
分
の
道
場
を
持
つ
こ
と
が
夢

で
す
。
楽
し
み
に
将
来
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

Special Contents スペシャル対談：トップアスリートが語る「競技・夢・プライベート」
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Q
・
お
互
い
の
第
一印
象

強
く
て
か
わ
い
い
！ 

前
か
ら
「
高
三
で
世
界
選
手
権
優
勝
!?
す
ご
い

子
が
い
る
」
っ
て
知
っ
て
ま
し
た
が
、実
際
に
会
っ

た
ら
ギ
ャ
ッ
プ
に
び
っ
く
り
。

か
わ
い
い
。

ず
っ
と
フ
ァ
ン
で
し
た
が
、
吉
田
沙
保
里
賞
の
表

彰
式
で
初
め
て
遠
く
か
ら
見
て
「
う
わ
、
か
わ

い
い
♡
」
っ
て（
笑
）。

  

Q
・
相
手
の
好
き
な
食
べ
物
と

　
　
　
嫌
い
な
食
べ
物
を
ズ
バ
リ
予
想

　

～
阿
部
さ
ん
の
予
想
～ 

好
き
な
食
べ
物　

お
寿
司
、
焼
き
肉

嫌
い
な
食
べ
物　

な
し
？

～
藤
波
さ
ん
に
よ
る
正
解
～

好
き
な
食
べ
物　

肉
、
魚
、
芋

嫌
い
な
食
べ
物　

な
し

～
藤
波
さ
ん
の
予
想
～ 

好
き
な
食
べ
物　

セ
ン
マ
イ　

お
肉

嫌
い
な
食
べ
物　

わ
さ
び

～
阿
部
さ
ん
に
よ
る
正
解
～

好
き
な
食
べ
物　

お
肉

嫌
い
な
食
べ
物　

あ
ん
こ　

ゴ
ー
ヤ

    

Q
・
お
互
い
の
好
き
な
と
こ
ろ

素
直
な
心
♡ 

食
べ
も
の
を
前
に
し
た
と
き
も
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
目
が
輝
い
て
い
る
の
が
す
ご
く

素
直
で
か
わ
い
い
と
思
い
ま
す
。

面
白
く
て
サ
バ
サ
バ
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
私
も
三

重
出
身
で
す
が
、
詩
さ
ん
は
兵
庫
で
、
関
西
ノ

リ
が
め
っ
ち
ゃ
面
白
い
な
っ
て
。

  

Q
・
お
互
い
を
漢
字
一文
字
で
表
す
と

　
　
　
　
　
　
「
輝
☆
」

　
　
　
　
　
　
「
愛
♡
」

※
お
二
人
と
も
マ
ー
ク
つ
き
で
書
い
て
く
れ
ま
し
た
！

  

Q
・
一緒
に
行
き
た
い
と
こ
ろ

　
温
泉
／
サ
ウ
ナ
／
階
段
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

こ
の
前
温
泉
で
た
ま
た
ま
会
っ
た
ん
だ
よ
ね
～
！

韓
国
／
温
泉
旅
行

運
命
的
で
し
た（
笑
）

詩×朱理
友だちトーク

競技は違っても、先輩後

輩の関係を超えて、姉妹

のように仲の良いお二人。

トップアスリートの素顔を、

お互いの直感・ホンネで

紹介してもらいました。

カ
ワ
イ
イ
！　

で
も
実
は
関
西
弁
の

サ
バ
サ
バ
＆
チ
ャ
キ
チ
ャ
キ
系

一問一答で他己紹介

 藤波 朱理
A k a r i  F U J I N A M I

詩

朱理

か
ら

へ

詩

朱理

か
ら

へ

詩

朱理

か
ら

へ
詩

朱理

か
ら

へ
詩

朱理

か
ら

へ

詩

朱理

か
ら

へ

詩

朱理

か
ら

へ

詩

朱理

か
ら

へ

詩

朱理

か
ら

へ

詩

朱理

か
ら

へ

詩

朱理

か
ら

へ

詩

朱理

か
ら

へ

詩

朱理

か
ら

へ

 nittaidai72 ● 13



次代をリードする日体大アスリートSpecial Contents 
  

Q
・
尊
敬
し
て
い
る
と
こ
ろ

　

　
目
標
に
向
か
っ
て
ま
っ
す
ぐ
な
と
こ
ろ
。

パ
リ
五
輪
で
優
勝
し
た
い
気
持
ち
が
す
ご
く
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
年
下
な
の
に
学
ぶ
こ
と
が
あ

る
な
ぁ
と
。

強
く
て
か
わ
い
い
と
こ
ろ
。
よ
く
周
り
が
見
え

て
い
る
と
こ
ろ
。

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
負
け
ず
勝
ち
切
る
強
さ
と
、

す
ご
く
周
り
に
気
を
遣
え
る
と
こ
ろ
も
尊
敬
し

て
い
ま
す
。

  

Q
・
こ
の
際
だ
か
ら
聞
き
た
い
こ
と

　

　
今
日
の
朝
食
は
？

藤
波
：
食
パ
ン
と
チ
キ
ン

昨
日
の
夜
ご
飯
は
？

阿
部
：
お
刺
身
と
か
海
鮮
系

  

Q
・
き
っ
と
彼
女
は
こ
れ
ナ
シ
で
は

          

生
き
て
い
け
な
い
は
ず
！

　
美
味
し
い
ご
飯
。食
べ
る
こ
と
が
め
っ
ち
ゃ
好
き
っ

て
言
っ
て
る
ん
で（
笑
）。

リ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム
。
口
が
乾
燥
し
て
る
ら
し
い
で

す（
笑
）。

  

Q
・
ぜ
ひ
着
て
ほ
し
い
フ
ァ
ッ
シ
ョン

　

　
ワ
ン
ピ
ー
ス
。
パ
ン
ツ
ス
タ
イ
ル
し
か
見
た
こ
と
な

い
の
で
、
き
っ
と
か
わ
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
。
で
も
多
分
、
詩
さ
ん
は
な
ん

で
も
似
合
う
と
思
い
ま
す
。

人
柄
と
お
な
じ
く
食
べ
物
を
見
た
と
き
の

リ
ア
ク
シ
ョ
ン
も
素
直
す
ぎ
！

阿部  詩
U t a  A B E

︵
対
談
番
外
編
︶

競
技
や
夢
・
目
標
に
つ
い
て
は
真
剣
に
︑
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
に
つ
い
て
は
笑
い
を
交
え
て
楽
し
く
語
っ

て
く
れ
た
お
二
人
︒
最
後
に
︑
阿
部
さ
ん
の
卒
業

後
︑
今
後
の
交
流
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
︒

  

Q
・
今
後
の
お
二
人
の
関
係
は 

ど
う
な
る
？

阿
部
：
う
～
ん
、
も
う
い
い
か
な
～（
笑
）。

冗
談
で
す
！　

ご
め
ん
ご
め
ん
。

藤
波
：
も
う
い
い
か
な
と
か
言
っ
て
！ 

ひ
ど
い

（
笑
）。
競
技
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
け
ど
、

そ
れ
以
外
の
こ
と
例
え
ば
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
こ
と

と
か
も
い
っ
ぱ
い
教
え
て
も
ら
い
た
い
で
す
♪

阿
部
：
こ
れ
か
ら
も
今
ま
で
ど
お
り
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
メ
イ
ン
で
仲
良
く
で
き
た
ら
い
い
な
。
あ
ま

り
競
技
の
こ
と
ば
か
り
話
す
と
息
苦
し
く
な
る

の
で
、
二
人
で
い
る
と
き
は
メ
リ
ハ
リ
つ
け
て
楽

し
ん
で
い
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

日
体
大
を
代
表
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
お
二
人
の
貴

重
な
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

  

Q
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
ら

          

喜
ん
で
く
れ
そ
う
な
モ
ノ

私
の
応
援
T
シ
ャ
ツ
。
そ
れ
を
着
て
試
合
の
と

き
に
応
援
し
て
ほ
し
い
な
！　

リ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム（
笑
）！
唇
荒
れ
て
る
時
は
メ
ン

ソ
レ
ー
タ
ム
の
薬
用
が
一
番
い
い
っ
て
言
っ
て
ま
し

た
。

  

Q
・
今
の
競
技
を
や
っ
て
い
な
か
っ
た
ら                

何
を
し
て
い
た
？

陸
上
。
そ
ん
な
雰
囲
気
あ
る
。

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
。ポ
ン
ポ
ン
持
っ
て
い
そ
う
！

  

Q
・
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
い
な
か
っ
た
ら

          

何
を
し
て
い
た
っ
ぽ
い
？

グ
ル
メ
リ
ポ
ー
タ
ー
！　

食
べ
物
を
見
た
時
の
リ

ア
ク
シ
ョ
ン
が
す
ご
い
。
こ
の
世
の
終
わ
り
み
た

い
な
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
。
な
ん
で
も
着
こ
な
せ
そ

う
だ
し
、
な
ん
た
っ
て
と
に
か
く
か
わ
い
い
♡　

大学公式YouTubeチャンネルでは対談の様子を公開中！
競技中とは違う

「素」な姿のお二人を是非、ご覧ください！
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ら
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ら
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（2023年2月16日に取材しました。）
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学生支援センターと企業が　 タッグを組んで万全の対策を

■実施形態／学生①「面接実施者」／学生②「横から見学」／学生③「面
接官側で見る」のローテーション方式で実施

■タイムスケジュール
13:00～13:50  模擬面接1回目（面接1人12分×3、フィードバック14分）
14:00～14:50 模擬面接2回目（面接1人12分×3、フィードバック14分）
15:00～15:50  模擬面接3回目（面接1人12分×3、フィードバック14分）
16:00～16:25 本日の振り返り　※学生・企業様の感想共有

教員、指導者、公務員だけが日体大生の就職先ではない！　例年多くの一般企業に学生たちが内定しています。
日々の授業をはじめ、スポーツや部活動を通して培われた日体大生の強み・個性は、あらゆる業種・職種から期待を集めています。その理由を検証してみましょう。

　就職活動の際、企業・公務員に関わらず、面接選考が行われます。その際、”自分らしさ”を“自

分の言葉で伝えられるようになる”ことを目的として、毎年1回「面接練習道場」を実施してい

ます。過去参加した学生の多くは、希望する進路先から内定を獲得したり、後悔なく自分の想

いをぶつけることができたりと、非常に満足度の高い機会になっています。

　その要因としては、長らく企業人事採用に携わり、本学の学生を数多く見てきている面接の

プロ（採用者目線の方）のご協力があるからです。担当者の方には「学生時代に頑張ったこと（ガ

クチカ）と自己PR」に特化して、半日に学生10名ほどご指導いただいています。一人ひとりに

100％以上の熱量で支援いただいた結果が毎年、参加学生の満足度100％に繋がっているのだ

と実感しています。どのような受講感想・学びがあるかについては、参加した学生の感想をご

覧ください。

 参加学生に対する印象
・何事にも一生懸命で好感が持てます。

・やはり日体大生らしく、元気な学生が多かった。

・予想よりも質問をしてくる学生さんが多かった。誰かに言われて来たの

ではなく、目的を持って参加している学生さんが多いように感じました。

・第一印象は良いです。あとは磨けば光るはずです。

人事採用担当者から見る日体大生の強み・弱み
・快活さがあり、根気強く物事に励める方が多い印象があります。

・部活動を含めオリジナルの経験、語れる経験が豊富にあることが強みだ

と感じますが、それを上手く伝えられないことが弱みかと思いました。

・強み：元気、ハキハキ、素直さ、挫折や失敗から逃げない、課題を見

つけやり遂げる、探究心　

・弱み：スポーツ以外の継続した経験、好奇心、視野の広さが乏しい

・秀でるものを持っている点は大きな強みです！ 一方企業側の期待が大

きいため、そのイメージに合わない学生さんの場合、ギャップが生じて

しまうかもしれません。

よかったこと
・面接練習を初めて行なったが、今後やるべ

きことを明確に理解することができた。最終

面接や面接が終盤になってくると、対面で

の面接は必要不可欠であるため、多くの人

事の方と練習を積むことができて良かった。

・本番さながらで細かいところまでフィードバッ

クをして頂けた。

・企業の方から直接フィードバックを頂くこと

ができ、改めて自分に足りてない事や、新

しい発見も多く、とてもためになりました。

・自分の弱点を知ることができた。

・自分の課題である点を厳しく指導して頂けた

と共に、今後どのように改善したら良いかま

でフィードバックがあった。

・自分で気づけなかったことを指摘して頂けた

ことで改善に活かせる。

最も学べたこと
・ガクチカと自己PRは、どんな人が聞いても

理解できるような内容を自分の言葉で説明

することが特に大事だと感じた。

・自己PRなどご意見を頂くことが出来、話をま

とめる力を付けなければならないと思った。

自己分析をすることで自分の魅力を知っても

らうことの大切さを学んだ。

・良いことを言おうとするのではなくて、自分

の考えや素直な気持ちをしっかりそこに組み

込むことが重要と気付いた。

・面接で伝えるべき点を整理することが重要だ

と学んだ。

・面接官側としての経験ができたため、採用

者の目線や気持ちが理解できた。

・ガクチカや自己PRを話すときは、その状況

の背景や課題を話した上で、自分がどのよ

うなことに取り組んでどのような評価を得た

かまで話せると良いことが学べました。

・フィードバックの中で、エピソードの出し方

を教えて頂いた。どの場面でどのエピソード

をどう出すのか、それは多すぎても少なす

ぎてもいけないため、言葉選びをしなけれ

ばいけないと思った。

参加した学生の感想 企業人事採用担当の感想

自 分らしい

伝 え 方を見 つ け る

面 接 練 習 道 場とは？

面接
練習道場

参加満足度 学生の印象について
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2/16・2/21 
実施レポート

～企業人事採用担当者との～
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学生支援センターと企業が　 タッグを組んで万全の対策を
ー
ー  

採
用
側
か
ら
見
て
、
日
体
大
生
の
強
み
は
ど
の
よ

う
に
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

　

大
学
を
訪
問
し
て
感
じ
る
こ
と
は
「
日
体
大
生
の
印
象

の
良
さ
」
で
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
す
れ
違
う
学
生
の
皆

さ
ん
は
、気
持
ち
の
良
い
挨
拶
を
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、

実
際
の
採
用
面
談
で
日
体
大
生
と
話
し
て
感
じ
る
こ
と
は
、

「
主
体
性
が
あ
る
」
こ
と
で
す
。
目
標
達
成
の
た
め
に
自

分
で
考
え
、
動
い
て
い
る
方
が
多
い
で
す
。
採
用
担
当
に

な
っ
て
13
年
、
過
去
一
番
優
秀
だ
と
思
っ
た
学
生
も
日
体

大
生
で
す
。

ー
ー  

あ
え
て
日
体
大
生
に
要
望（
注
文
）す
る
な
ら
ば
ど

ん
な
点
で
し
ょ
う
？

　

強
い
て
あ
げ
る
な
ら
、
あ
る
意
味
オ
ー
ラ
が
あ
り
す

ぎ
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か（
笑
）。
自
分
に
自
信
が
あ
る
こ

と
は
と
て
も
大
切
で
す
が
、時
に
は
そ
れ
が
「
自
信
過
剰
」

な
印
象
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。﹃
相
手
に

良
い
印
象
を
与
え
る
に
は
？
﹄
と
考
え
て
行
動
す
る
と

良
い
と
思
い
ま
す
。

ー
ー  

面
接
練
習
道
場
を
振
り
返
っ
て
、
講
評（
よ
い
点
・

改
善
点
）を
お
願
い
し
ま
す
。

　

面
接
が
初
め
て
と
い
う
方
が
多
か
っ
た
で
す
が
、
皆
と

て
も
一
生
懸
命
で
好
感
が
持
て
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
ち
ら

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
、
1
つ
も
聞
き
漏
ら
さ
ず
自
分
の
モ
ノ

に
し
よ
う
と
メ
モ
を
と
り
、
質
問
を
た
く
さ
ん
し
て
く
れ

ま
し
た
。
学
生
時
代
の
取
り
組
み
も
主
体
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
方
が
多
く
、
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、

話
す
こ
と
の
整
理
は
ま
だ
ま
だ
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
の

中
で
の
取
り
組
み
を
振
り
返
っ
て
、「
伝
え
た
い
こ
と
」「
伝

え
る
べ
き
こ
と
」「
伝
え
な
く
て
も
い
い
こ
と
」
な
ど
、
話

を
整
理
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

ー
ー  

営
業（
販
売
）の
仕
事
の
魅
力
は
な
ん
で
し
ょ
う
？

　
﹃
会
社
の
顔
﹄
と
し
て
、
最
前
線
で
活
躍
で
き
る
こ
と

が
魅
力
で
す
。
自
分
が
会
社
の
代
表
と
し
て
お
客
様
と

接
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
せ
ん
か
？
私
は

就
職
活
動
を
し
て
い
た
時
、
会
社
の
顔
と
し
て
働
き
た
く

て
営
業
職
に
絞
っ
て
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
世
の
中
に
は

た
く
さ
ん
の
営
業
の
仕
事
が
あ
り
、営
業
ス
タ
イ
ル
も
様
々

で
す
。
一
括
り
に
「
営
業
」
と
考
え
ず
に
、
色
々
な
会
社

の
話
を
聞
い
て
、ど
の
よ
う
な
営
業
を
す
る
の
か
を
考
え
、

自
分
が
働
い
て
い
る
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

自
動
車
営
業
は
、
お
客
様
に
「
あ
な
た
か
ら
買
い
た
い
」

と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る

仕
事
で
す
。
ま
た
、
購
入
し
て
い
た
だ
い
た
後
も
お
客
様

と
信
頼
関
係
が
で
き
、
深
く
長
い
お
付
き
合
い
に
な
る
仕

事
で
す
。
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
、
ぜ
ひ
話
を
聞

き
に
来
て
く
だ
さ
い
。

ー
ー  

そ
の
ほ
か
就
活
生
に
向
け
て
就
職
活
動
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

就
職
活
動
は
、
内
定
を
と
る
こ
と
が
ゴ
ー
ル
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
誰
か
と
比
較
し
て
成
功
か
失
敗
か
を

決
め
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。「
自
分
の
価
値
観
」
と

「
企
業
の
価
値
観
」
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
っ
て
、「
こ
こ
で

働
き
た
い
」
と
思
え
る
企
業
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
、
社
会
に
出
て
か
ら
も
自
分
の
理
想
の
姿
を
実
現
す

る
た
め
に
イ
キ
イ
キ
と
働
い
て
く
だ
さ
い
。
日
体
大
生
の

皆
さ
ん
が
、
社
会
に
出
て
か
ら
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
全
力

で
応
援
し
て
い
ま
す
！

学生支援センターと企業がタッグを組んで万全の対策をSpecial Contents 

人
事
採
用
担
当
者
に
聞
く
　
日
体
大
生
の
強
み
と
期
待

自
分
の
経
験
や
価
値
観
を
、

自
分
の
言
葉
で
自
信
を
も
っ
て
伝
え
て
く
だ
さ
い

神奈川トヨタ自動車株式会社
人材開発部　リクルート室

室長　堀江  まゆみ様

主
な
就
職
活
動

ス
ケ
ー
ジ
ュ
ー
ル

主
要
な

学
内
イ
ベ
ン
ト

準
備
す
る

こ
と

主に学部 3 年・修士 1 年 主に学部 4 年・修士 2 年

進 路 実 現 に 向 け た キ ャリ ア 形 成 ス ケ ジュ ー ル（ 目 安 ）
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学部 学科 区分 志願者 志願者 
（女子） 受験者 受験者 

（女子） 合格者 合格者 
（女子） 競争率

体

育

学

部

体
育
学
科

総合型選抜 730 230 716 222 335 128 2.14
学校推薦型選抜 478 150 478 150 450 138 1.06

一般選抜 882 228 867 223 185 52 4.69
その他 10 2 10 2 5 1 2.00
合　計 2,100 610 2,071 597 975 319 2.12

健
康
学
科

総合型選抜 117 77 115 75 110 74 1.05
学校推薦型選抜 59 29 59 29 59 29 1.00

一般選抜 156 85 152 82 94 53 1.62
その他 2 0 2 0 1 0 2.00
合　計 334 191 328 186 264 156 1.24

合　計 2,434 801 2,399 783 1,239 475 1.94
※総合型選抜内訳：トップアスリート（競技実績）型10月・2月、課題探究型、運動適性型、
　プレゼンテーション型
※学校推薦型選抜内訳：スポーツ推薦、指定校推薦
※一般選抜内訳：A日程、B日程、C日程、大学入学共通テスト利用型
※その他内訳：英語外部資格選抜、リカレント選抜、外国人留学生選抜

ス
ポ

ー

ツ
文
化
学
部

武
道
教
育

学
科

総合型選抜 40 10 40 10 33 9 1.21
学校推薦型選抜 68 13 68 13 68 13 1.00

一般選抜 11 7 10 6 6 4 1.67
合計 119 30 118 29 107 26 1.10

ス
ポ
ー
ツ

国
際
学
科

総合型選抜 53 13 52 12 37 12 1.41
学校推薦型選抜 63 21 63 21 60 20 1.05

一般選抜 232 46 230 45 68 22 3.38
合計 348 80 345 78 165 54 2.09

合　計 467 110 463 107 272 80 1.70
※総合型選抜内訳：トップアスリート（競技実績）型10月・2月、課題探究型、プレゼンテー
ション型
※学校推薦型選抜内訳：スポーツ推薦、指定校推薦、一般推薦
※一般選抜内訳：A日程、B日程、C日程、大学入学共通テスト利用型
※プレゼンテーション型、一般推薦、一般選抜A日程・C日程はスポーツ国際学科のみの実施

ス
ポ

ー

ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部

ス
ポ
ー
ツ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

総合型選抜 126 45 124 45 50 25 2.48
学校推薦型選抜 93 34 93 34 89 33 1.04

一般選抜 326 96 322 95 65 20 4.95
その他 3 0 3 0 1 0 3.00

合計 548 175 542 174 205 78 2.64
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

総合型選抜 79 39 77 39 58 34 1.33
学校推薦型選抜 34 12 34 12 34 12 1.00

一般選抜 186 56 185 56 88 28 2.10
合計 299 107 296 107 180 74 1.64

合計 847 282 838 281 385 152 2.18
※総合型選抜内訳：トップアスリート（競技実績）型10月、課題探究型、プレゼンテーション型
※学校推薦型選抜内訳：スポーツ推薦、指定校推薦
※一般選抜内訳：A日程、B日程、C日程、大学入学共通テスト利用型
※その他内訳：外国人留学生選抜、帰国生選抜		

児
童
ス
ポ

ー

ツ
教
育
学
部

児
童
ス
ポ
ー
ツ

教
育
コ
ー
ス

総合型選抜 74 34 67 31 60 27 1.12
学校推薦型選抜 76 44 76 44 73 44 1.04

一般選抜 220 85 214 83 22 8 9.73
合計 370 163 357 158 155 79 2.30

幼
児
教
育

保
育
コ
ー
ス

総合型選抜 40 38 40 38 18 17 2.22
学校推薦型選抜 41 38 41 38 31 28 1.32

一般選抜 42 35 41 34 2 2 20.50
合計 123 111 122 110 51 47 2.39

合計 493 274 479 268 206 126 2.33
※総合型選抜内訳：課題探究型、プレゼンテーション型
※学校推薦型選抜内訳：スポーツ推薦、指定校推薦、一般推薦
※一般選抜内訳：A日程、B日程、C日程、大学入学共通テスト利用型

保

健

医

療

学

部

整
復
医
療
学
科

総合型選抜 89 36 89 36 69 35 1.29
学校推薦型選抜 41 16 41 16 31 10 1.32

一般選抜 43 15 36 15 6 4 6.00
合計 173 67 166 67 106 49 1.57

救
急
医
療
学
科

総合型選抜 76 19 76 19 70 18 1.09
学校推薦型選抜 31 5 31 5 25 5 1.24

一般選抜 87 21 84 21 4 3 21.00
合計 194 45 191 45 99 26 1.93

合計 367 112 357 112 205 75 1.74
※総合型選抜内訳：課題探究型、プレゼンテーション型
※学校推薦型選抜内訳：スポーツ推薦、指定校推薦、一般推薦
※一般選抜内訳：A日程、B日程、C日程、大学入学共通テスト利用型

合計 4,608 1,579 4,536 1,551 2,307 908 1.97

Ⅰ期 +Ⅱ期
博士前期課程　合計

一般選抜 社会人選抜 外国人選抜 スポーツ選抜 志願者 
合計

合格者 
合計志願者 合格者 志願者 合格者 志願者 合格者 志願者 合格者

34 21 14 8 3 0 11 9 62 38

Ⅰ期 +Ⅱ期
博士後期課程　合計

一般選抜 社会人選抜 外国人選抜 内部進学選抜 志願者 
合計

合格者 
合計志願者 合格者 志願者 合格者 志願者 合格者 志願者 合格者

2 2 4 4 3 3 9 9 18 18

Ⅰ期 +Ⅱ期
博士前期課程　合計

公募制推薦入試 一般選抜 社会人選抜 キャリア選抜 志願者
合計

合格者 
合計志願者 合格者 志願者 合格者 志願者 合格者 志願者 合格者

8 8 1 1 6 6 0 0 15 15

教科
公募制推薦入試 一般選抜 社会人選抜 キャリア選抜 志願者

合計
合格者 

合計志願者 合格者 志願者 合格者 志願者 合格者 志願者 合格者

公
募
制

推
薦
入
試

国語科教育 0 0 － － － － － － 0 0
社会科教育 0 0 － － － － － － 0 0
算数科教育 0 0 － － － － － － 0 0

理科教育 2 2 － － － － － － 2 2
体育科教育 6 6 － － － － － － 6 6

公募制推薦入試  合計 8 8 － － － － － － 8 8

Ⅰ
期
試
験

国語科教育 － － 0 0 2 2 0 0 2 2
社会科教育 － － 0 0 0 0 0 0 0 0
算数科教育 － － 0 0 0 0 0 0 0 0

理科教育 － － 0 0 0 0 0 0 0 0
体育科教育 － － 1 1 0 0 0 0 1 1

Ⅰ期試験  合計 － － 1 1 2 2 0 0 3 3

Ⅱ
期
試
験

国語科教育 － － 0 0 0 0 0 0 0 0
社会科教育 － － 0 0 0 0 0 0 0 0
算数科教育 － － 0 0 0 0 0 0 0 0

理科教育 － － 0 0 0 0 0 0 0 0
体育科教育 － － 0 0 4 4 0 0 4 4

Ⅱ期試験  合計 － － 0 0 4 4 0 0 4 4

コース
一般選抜 社会人選抜 志願者

合計
合格者 

合計志願者 合格者 志願者 合格者
Ⅰ期
試験

高度実践柔道整復師コース 2 2 0 0 2 2
救急災害医療学コース 2 2 0 0 2 2
Ⅰ期合計 4 4 0 0 4 4

Ⅱ期
試験

高度実践柔道整復師コース 1 1 0 0 1 1
救急災害医療学コース 1 1 2 2 3 3
Ⅱ期　合計 2 2 2 2 4 4

専攻
一般選抜 社会人選抜 志願者

合計
合格者 

合計志願者 合格者 志願者 合格者
Ⅰ期
試験

運動器柔道整復学専攻 0 0 0 0 0 0
救急災害医療学専攻 3 3 1 1 4 4
Ⅰ期合計 3 3 1 1 4 4

Ⅱ期
試験

運動器柔道整復学専攻 0 0 1 0 1 0
救急災害医療学専攻 0 0 0 0 0 0
Ⅱ期　合計 0 0 1 0 1 0

Ⅰ期 +Ⅱ期
修士課程合計

一般選抜 社会人選抜 志願者
合計

合格者 
合計志願者 合格者 志願者 合格者

6 6 2 2 8 8

Ⅰ期 +Ⅱ期
博士課程合計

一般選抜 社会人選抜 志願者
合計

合格者 
合計志願者 合格者 志願者 合格者

3 3 2 1 5 4

Ⅰ
期
試
験

学位
プログラム コース

一般選抜 社会人選抜 外国人選抜 スポーツ選抜 志願者
合計

合格者 
合計志願者 合格者 志願者 合格者 志願者 合格者 志願者 合格者

体育科学学位
プログラム

体育スポーツ文化社会学コース 3 2 1 1 1 0 0 0 5 3
スポーツマネジメントコース 1 1 2 2 0 0 0 0 3 3

トレーニング科学コース 8 5 1 0 0 0 0 0 9 5
健康スポーツ医科学コース 4 3 0 0 0 0 3 2 7 5
身体教育・健康教育コース 4 2 0 0 0 0 － 0 4 2

体育科学学位プログラム ( 合計 ) 20 13 4 3 1 0 3 2 28 18
体育実践学

学位プログラム
スポーツマネジメントコース 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
身体教育・健康教育コース 0 0 1 1 0 0 － 0 1 1

体育実践学学位プログラム ( 合計 ) 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1
【博士前期課程　合計】

①体育科学学位プログラム
②体育実践学学位プログラム

20 13 5 4 1 0 3 2 29 19

コーチング科学学位プログラム 1 0 5 2 0 0 4 3 10 5
コーチング実践学学位プログラム 3 1 1 1 0 0 0 0 4 2

【博士前期課程　合計】
①コーチング科学学位プログラム

②コーチング実践学学位プログラム
4 1 6 3 0 0 4 3 14 7

【博士前期課程　Ⅰ期 合計】 24 14 11 7 1 0 7 5 43 26

Ⅱ
期
試
験

体育科学学位
プログラム

体育スポーツ文化社会学コース 2 1 0 0 1 0 0 0 3 1
スポーツマネジメントコース 0 0 0 0 1 0 1 1 2 1

トレーニング科学コース 2 1 1 0 0 0 0 0 3 1
健康スポーツ医科学コース 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1
身体教育・健康教育コース 2 2 0 0 0 0 － 0 2 2

体育科学学位プログラム ( 合計 ) 6 4 1 0 2 0 2 2 11 6
体育実践学

学位プログラム
スポーツマネジメントコース 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
身体教育・健康教育コース 0 0 0 0 0 0 － 0 0 0

体育実践学学位プログラム ( 合計 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
【博士前期課程　合計】

①体育科学学位プログラム
②体育実践学学位プログラム

6 4 1 0 2 0 2 2 11 6

コーチング科学学位プログラム 4 3 1 0 0 0 2 2 7 5
コーチング実践学学位プログラム 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1

【博士前期課程　合計】
①コーチング科学学位プログラム

②コーチング実践学学位プログラム
4 3 2 1 0 0 2 2 8 6

【博士前期課程　Ⅱ期 合計】 10 7 3 1 2 0 4 4 19 12

Ⅰ
期
試
験

学位
プログラム コース

一般選抜 社会人選抜 外国人選抜 内部進学選抜 志願者
合計

合格者 
合計志願者 合格者 志願者 合格者 志願者 合格者 志願者 合格者

体育科学学位
プログラム

体育スポーツ文化社会学コース 0 0 1 1 0 0 － － 1 1
トレーニング科学コース 0 0 2 2 0 0 － － 2 2

健康スポーツ医科学コース 0 0 0 0 0 0 － － 0 0
身体教育・健康教育コース 0 0 0 0 1 1 － － 1 1

体育科学学位プログラム ( 合計 ) 0 0 3 3 1 1 － － 4 4
コーチング科学学位プログラム 0 0 0 0 0 0 － － 0 0

【博士後期課程　Ⅰ期 合計】 0 0 3 3 1 1 － － 4 4

Ⅱ
期
試
験

体育科学学位
プログラム

体育スポーツ文化社会学コース 1 1 0 0 1 1 4 4 6 6
トレーニング科学コース 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1

健康スポーツ医科学コース 0 0 0 0 1 1 1 1 2 2
身体教育・健康教育コース 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1

体育科学学位プログラム ( 合計 ) 1 1 0 0 2 2 7 7 10 10
コーチング科学学位プログラム 1 1 1 1 0 0 2 2 4 4

【博士後期課程　Ⅱ期 合計】 2 2 1 1 2 2 9 9 14 14

学部 志願者 志願者 
（女子） 受験者 受験者 

（女子） 合格者 合格者 
（女子）

体育学部 8 4 7 4 4 4
スポーツマネジメント学部 2 0 2 0 1 0
児童スポーツ教育学部 1 0 1 0 1 0

【入試データ】3月23日現在

博士前期課程（募集人員：20名／Ⅰ期・Ⅱ期合わせて）

■令和５年度　入学試験結果

※スポーツ文化学部、保健医療学部は出願なし

■日本体育大学　編入学

■日本体育大学

Ⅰ期 +Ⅱ期
博士後期課程　合計

一般選抜 社会人選抜 キャリア選抜 志願者
合計

合格者 
合計志願者 合格者 志願者 合格者 志願者 合格者

0 0 1 1 0 0 1 1

教科
一般選抜 社会人選抜 キャリア選抜 志願者

合計
合格者 

合計志願者 合格者 志願者 合格者 志願者 合格者

Ⅰ
期
試
験

国語教育学 0 0 0 0 0 0 0 0
社会科教育学 0 0 0 0 0 0 0 0

数学教育学 0 0 0 0 0 0 0 0
理科教育学 0 0 0 0 0 0 0 0

体育科教育学 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ期試験　合計 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅱ
期
試
験

国語教育学 0 0 0 0 0 0 0 0
社会科教育学 0 0 0 0 0 0 0 0

数学教育学 0 0 0 0 0 0 0 0
理科教育学 0 0 0 0 0 0 0 0

体育科教育学 0 0 1 1 0 0 1 1
Ⅱ期試験　合計 0 0 1 1 0 0 1 1

博士後期課程（募集人員：５名／Ⅰ期・Ⅱ期合わせて） 修士課程（募集人員：８名／Ⅰ期・Ⅱ期合わせて）

博士課程（募集人員：各専攻２名／Ⅰ期・Ⅱ期合わせて）

【正規課程外】
研究生 2 名　( 体育科教育学 )

■日本体育大学大学院　体育学研究科　

■日本体育大学大学院　教育学研究科　Ⅱ期試験　 ■日本体育大学大学院　保健医療学研究科　Ⅱ期試験　

【博士前期課程】　募集人員Ⅰ期＋Ⅱ期合わせて　37名			 
①体育科学学位プログラム＋体育実践学学位プログラム　25名			 
②コーチング科学学位プログラム＋コーチング実践学学位プログラム　12名

【博士後期課程】　募集人員Ⅰ期＋Ⅱ期合わせて		
①体育科学学位プログラム　６名		
②コーチング科学学位プログラム　３名	

【正規課程外】
研究生 １名　( 身体教育・健康教育コース )
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図書館長 木村　直人

学生支援センター長 北島　洋美

　副センター長 森井　大治

　学修・キャリア支援部門長 森井　大治（兼）

　副センター長 米地　徹

　生活支援部門長 米地　徹（兼）

教職センター長 佐藤　浩

　副センター長 大塚　幹太

アドミッションセンター長 三宅　良輔

　副センター長 竹腰　誠

大学院教学センター長 関根　正美（兼）

教育企画センター長 小林　正利

　副センター長 大石　健二（兼）

総合スポーツ科学研究センター長 岡本　孝信

　体育研究所長 中里　浩一（兼）

　オリンピックスポーツ文化研究所 依田　充代

　子どものからだ研究所 野井　真吾（兼）

アスレティックデパートメント長 西山　哲成

　アスレティックデパートメント長補佐 横田　匡俊

　ハイパフォーマンスセンター長 杉田　正明

　コーチングエクセレンスセンター長 伊藤　雅充

　スポーツ・トレーニングセンター長 黄　仁官

国際交流センター長 金田　英子

健康管理センター長 平沼　憲治

日本体育大学クリニック院長 平沼　憲治（兼）

寮監長 古澤　伸晃

（保健医療学部）
スポーツキュアセンター長 伊藤　譲

学長 石井　隆憲

（企画・管理・運営担当）

副学長 水野　増彦

（教学・学生生活担当）

副学長 八木沢　誠

【学長室＝内部質保証機関】

室長 近藤　智靖（兼）

室長補佐 松浪　登久馬

【IR 室】

室長 大石　健二

【学長・副学長】 【教学組織】

令和5年度　日本体育大学　役職者一覧

事 務 組 織

【附置機関等】

管

理

部

管

理

課

会

計
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庶

務

課

校

友
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広

報

課

事務局長
秘書室 学長室

健志台統括
インスティテューショナル・リサーチ室

学　長

令和5年4月1日現在

教育研究組織

事務組織

教職協働組織

学 生 支 援
セ ン タ ー

事
務
室

事
務
室

教

育

企

画

セ

ン

タ

ー

ア

ド

ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ

ン
タ

ー

国

際

交

流

セ

ン

タ

ー

健

康

管

理

セ

ン

タ

ー

日

本

体

育

大

学

ク
リ

ニ
ッ
ク

大

学

院

教

学

セ

ン

タ

ー

ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
ス

ス

ポ

ー

ツ

キ
ュ
ア

セ

ン

タ

ー

社
会
貢
献
推
進
機
構

保
健
医
療
学
部

生

活

支

援

部

門

学
修
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
部
門

学

生

寮

教

職

セ

ン

タ

ー

図

書

館
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書
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研究科長代表 関根　正美（兼）

　体育学研究科長 関根　正美

　体育科学研究科長 関根　正美（兼）

　教育学研究科長 近藤　智靖

　保健医療学研究科長 横田　裕行

体育学部長 野井　真吾

　体育学科長 大本　洋嗣

　健康学科長 横山　順一

　体育学部長補佐 小林　正利（兼）

　体育学部長補佐 梶　規子

スポーツ文化学部長 岡出　美則

　武道教育学科長 山本　洋祐

　スポーツ国際学科長 山口　和之

スポーツマネジメント学部長 齊籐　隆志

　スポーツマネジメント学科長 青柳　徹

　スポーツライフマネジメント学科長 小泉　和史

児童スポーツ教育学部長 須永　美歌子

　児童スポーツ教育学科長 中島　龍一

　児童スポーツ教育コース主任 稲田　結美

　幼児教育保育コース主任 齊藤　多江子

保健医療学部長 中里　浩一

　整復医療学科長 久保山　和彦

　救急医療学科長 小川　理郎

　保健医療学部長補佐 木村　直人（兼）

アスレティック
デパートメント
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令和5年4月1日現在
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第33回 リーダーズキャンプを行いました
　令和５年2月27日（月）、東京・世田谷キャンパス記念講堂 及び 各教室にて第33回リー

ダーズキャンプを行いました。

　「リーダーズキャンプ」は、学友会団体の次年度主将・副主将又はそれに準ずる者が

集い、団体内での課題や問題などを他団体と共有し相互の意見や考えを交換し解決・改

善へと導くことおよびリーダーについて深く考え、リーダーとしての思考の幅を広げ、体

育人としての意識向上に繋げることを目的に開催しています。

　コロナ禍前は、国立オリンピック記念青少年総合センターにて1泊2日の日程で行われ

ていましたが、ここ数年は新型コロナウイルス感染症拡大防止のためオンライン形式で

の開催を余儀なくされ、今年度、ようやく3年振りに対面形式で開催することができました。

『リーダーの存在意義』というテーマに基づき班に分かれ討議を行い、その討議結果を

踏まえ劇を製作し発表を行いました。

　参加者からは「今まで他団体と関わることがなかったため良い機会になった」「リーダー

について考えを深めることが出来たので今後に役立てたい」という前向きな感想を多くい

ただき、参加者にとって有意義な時間となったことが伺えました。

n e w s ＆ t o p i c s

「KARAKUSA CAFE」 オープン ！
　東京・世田谷キャンパス スポーツ棟に「KARAKUSA CAFE」が令和５年3月19日（日）

にオープンいたしました。1、2階のお席はゆったりとした空間となっており、コーヒーや

ソフトクリーム、手作りのスイーツ、軽食などがご利用いただけます。

［1階：22席、2階：48席（6人掛けボックス席×8）］

　また、24時間利用できるキャッシュレスの「コーヒーマシーン」や「冷

凍弁当自販機」も設置しておりますので皆さまぜひご利用ください。

営業時間：10:30～17:00（平日のみ）　
※各諸行事、授業日程等の関係で変更有り

令和4年度学友会祝勝会を開催いたしました
　令和5年3月2日(木)、東京・世田谷キャンパス 記念講堂にて、令和4年度 学友会

祝勝会を開催いたしました。

　学友会祝勝会とは、学友会団体の活躍を祝し讃えるとともに、今後の活動の推進

と本学の発展を目的とした会です。石井学長より祝辞を頂いた後、学友会会長八木

沢先生より学友会会長賞受賞団体にクリスタル盾の贈呈を行いました。また、会の

終わりには、和太鼓演奏・リーダー公開・エッサッサが実演され、会場は大いに盛

り上がりました。

　学友会会長賞は優秀な成績を収めた団体並びに学友会の発展に大きく貢献した団

体を対象に授与されます。今年度は14団体が受賞いたしました。

【学友会会長賞受賞団体】
陸上競技部、体操競技部、ソフトテニス部、レスリング部、フェンシング部、少林寺拳法部、カヌー部、
自転車競技部、トライアスロン部、ダンス部、ライフセービング部、アルティメット部、エアロビック同
好会、スポーツクライミング部
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